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町民アンケート調査（町民向け構想理解度調査） 

 
（１）調査目的 

聖籠町において、今後「生涯活躍のまちの実現に向けて取り組むべきか」を判断するための基礎情

報を得るために、聖籠町在住者に対し、生涯活躍のまち構想に対する認知度・関心、期待・懸念等に

係るアンケート調査を実施した。 
 

（２）調査方法・対象 

聖籠町内に居住する 20歳以上の者より無作為に 1,000人を抽出し、アンケート調査票を配布した。

その結果、計 371 人分（回収率 37.1%）の有効回答を得た。 
回答者の性別・年齢の内訳は以下のとおりである。 

 

■回答者の内訳（性別・年齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）調査期間 

平成29年 1月 6日～1月 20日 

 
  

聖籠町在住者 ：371人 

 男性 女性 合計 

20歳代 19 22 41 

30歳代 22 43 66※ 

40歳代 28 35 63 

50歳代 32 23 55 

60歳代 31 46 77 

70歳代以上 37 32 69 

※性別無回答 1 名 

資料１ 
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（４）町民アンケート調査結果 

 生涯活躍のまち構想に係る町民アンケート調査の主な結果は、下記のとおりである。 

 

構想の認知度 ⇒ 高い年齢層ほど認知度が高い傾向 

・構想の「内容まで（多少）知っている」は約15%、「聞いたことはある」が約27％であり、構想の認

知度は40%強となる。 

・「60歳以上」の高い年齢層においては認知度が60％に達し、「20～30歳代」、「40～50歳代」よりも

遥かに高い認知度となる。 

 

構想の関心度 ⇒ 高い年齢層ほど関心度が高い傾向 

・構想に対し「（どちらかと言えば）関心がある」は約52%となり、半数強が構想への関心を有するこ

とがうかがえる。 

・「60歳以上」の高い年齢層においては「（どちらかと言えば）関心がある」が60％に達し、特に関心

度が高い。 

 

構想に期待すること ⇒ 特に高い年齢層において医療・介護面に対する充実を重視する傾向 

・構想に期待することとして、「医療と介護との連携強化」、「介護サービスの充実」、「地域医療体制の

充実」の回答が各々40%前後と多く、医療・介護に係る期待が特に高いことがうかがえる。 

・「60 歳以上」の高い年齢層において上記の傾向が顕著である一方、「20～30歳代」においては、「雇

用機会の創出」や「地域経済の活性化」の回答が各々30％弱と多く、世代間で構想に期待する内容

が異なることがうかがえる。 

 
構想で懸念すること ⇒ 年齢層が高く、関心を有する者ほど高齢化の進行や介護保険料の負担増を

懸念する傾向 

・構想で懸念することとして、「高齢者が増加し高齢化がさらに進む」、「介護保険料がアップする」の

回答が各々40%強と多く、構想実現に伴う高齢化の進行、介護保険料の負担増に対する懸念が大き

いことがうかがえる。 

・この傾向は特に60歳以上の高齢者、あるいは構想に関心を有する者において顕著であった。 

 

構想の取組への希望 ⇒ 年齢層が高く、在住年数が長い者ほど取組に肯定的な意見が多い傾向 

・構想の取組に対し、「（どちらかと言えば）取り組むべき」が 41%となり、「（どちらかと言えば）取

り組むべきではない」の約 12%を大きく上回ることから、全体的に取組に対して肯定的な見解を有

する者が多いことがうかがえる。 
・特に「60歳以上」の高い年齢層、あるいは在住年数が「20年以上30年未満」の長期滞在者におい

て、肯定的な意見の割合が多かった。 
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①（性別） 

 

 

 
②（年齢） 

 
 
③（在住年数） 

 
 

④（職業） 

 
 
 
  

45.7 54.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=370

男性 女性

11.1 17.8 17.0 14.8 20.8 18.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=371

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

3.0 8.6 17.0 13.5 58.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=371

５年未満 ５年以上１０年未満 １０年以上２０年未満 ２０年以上３０年未満 ３０年以上

43.3 10.1 13.9 9.0 3.5 17.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=367

会社員（契約社員含む）・団体職員・公務員 自由業・自営業

パート、アルバイト 主婦・主夫

学生 無職

その他
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⑤（「生涯活躍のまち」の認知度） 

「生涯活躍のまち」の認知度について尋ねたところ、「内容まで知っている」が 4.4％、「内容まで

多少知っている」が 10.1%、「内容までわからないが聞いたことはある」が 26.7％であり、認知して

いる割合は計約 40%程度であった。 
年齢別に見ると、「20～30 歳代」、「40～50 歳代」において認知している割合が 20～30%程度であ

るのに対し、「60 歳以上」になるとその割合が約 60%に増加する。 
 
【全体】 

 
 

【年齢別】 

 
 

【取組への希望別】 

 
 
  

4.4 10.1 26.7 58.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=367

内容まで知っている 内容まで多少知っている

内容までわからないが聞いたことはある 聞いたこともない

2.8 

3.5 

6.2 

2.8 

10.4 

15.2 

19.6 

17.4 

39.3 

74.8 

68.7 

39.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30歳代

40～50歳代

60歳以上

内容まで知っている 内容まで多少知っている 内容までわからないが聞いたことはある 聞いたこともない

7.9 

0.0 

2.7 

11.4 

11.6 

8.7 

25.7 

34.9 

25.5 

55.0 

53.5 

63.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（どちらかと言えば）取り組むべき

（どちらかと言えば）取り組むべきではない

わからない・無回答

内容まで知っている 内容まで多少知っている 内容までわからないが聞いたことはある 聞いたこともない
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⑥（「生涯活躍のまち」への関心度） 

「生涯活躍のまち」への関心度について尋ねたところ、「関心がある」が 15.5％、「どちらかと言え

ば関心がある」が 37.0％であり、約半数が「生涯活躍のまち」への関心を有することがうかがえる。 
年齢別に見ると、「20～30 歳代」、「60 歳以上」の世代で、関心を有する割合が過半を占める。 
 

【全体】 

 

 

【年齢別】 

 

 

【取組への希望別】 

 

15.5 37.0 14.1 6.5 26.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=368

関心がある どちらかと言えば関心がある どちらかと言えば関心がない 関心がない わからない

14.0 

13.7 

18.1 

38.3 

29.1 

42.4 

19.6 

11.1 

12.5 

6.5 

10.3 

3.5 

21.5 

35.9 

23.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30歳代

40～50歳代

60歳以上

関心がある どちらかと言えば関心がある どちらかと言えば関心がない 関心がない わからない

27.1 

9.1 

8.2 

48.6 

27.3 

30.4 

12.9 

27.3 

12.0 

2.1 

15.9 

7.6 

9.3 

20.5 

41.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（どちらかと言えば）取り組むべき

（どちらかと言えば）取り組むべきではない

わからない・無回答

関心がある どちらかと言えば関心がある どちらかと言えば関心がない 関心がない わからない
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⑦（「生涯活躍のまち」に期待すること） 

「生涯活躍のまち」に期待することを複数回答で尋ねたところ、「医療と介護との連携強化」が43.5%、

次いで「介護サービスの充実」が 41.3%、「地域医療体制の充実」が 39.1%であった。雇用創出や経

済活性化以上に、医療・介護面に対する期待が高いことがうかがえる。 
年齢別に見ると、特に「60 歳以上」の高齢層においてこの傾向が顕著だが、「地域医療体制の充実」

については、「20～30 歳代」における期待値が特に高い。 
【全体】 

  

【年齢別】（上段：20～30歳代、中段：40～50歳代、下段：60歳以上） 

  

16.3%

27.8%

39.1%

41.3%

43.5%

15.4%

12.9%

5.0%

8.8%

21.2%

20.9%

3.0%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢者向け住宅の充実

介護予防、健康増進の充実

地域医療体制の充実

介護サービスの充実

医療と介護との連携強化

多世代の交流拠点・活動の充実

町内の生涯学習拠点・活動の充実

町外からの転入者の増加

聖籠町の知名度向上

雇用機会の創出

地域経済の活性化

町役場の税収増加

その他 (n=363）

14.3%

19.0%

48.6%

24.8%

30.5%

23.8%

17.1%

4.8%

12.4%

28.6%

27.6%

2.9%

6.7%

19.8%

21.6%

37.9%

50.9%

38.8%

12.1%

10.3%

5.2%

6.9%

25.0%

19.8%

2.6%

9.5%

14.8%

39.4%

33.1%

45.8%

57.0%

12.0%

12.0%

4.9%

7.7%

12.7%

16.9%

3.5%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢者向け住宅の充実

介護予防、健康増進の充実

地域医療体制の充実

介護サービスの充実

医療と介護との連携強化

多世代の交流拠点・活動の充実

町内の生涯学習拠点・活動の充実

町外からの転入者の増加

聖籠町の知名度向上

雇用機会の創出

地域経済の活性化

町役場の税収増加

その他
(n=363）
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【関心度別】（上段：(どちらかと言えば）関心がある、中段：(どちらかと言えば）関心がない、 

下段：わからない） 

   

  

15.5%

31.1%

40.9%

39.9%

45.6%

19.7%

15.0%

5.2%

8.8%

22.3%

23.3%

2.6%

4.1%

9.3%

24.0%

37.3%

33.3%

34.7%

10.7%

12.0%

2.7%

13.3%

25.3%

26.7%

1.3%

10.7%

23.4%

23.4%

36.2%

51.1%

46.8%

9.6%

9.6%

6.4%

5.3%

16.0%

11.7%

5.3%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢者向け住宅の充実

介護予防、健康増進の充実

地域医療体制の充実

介護サービスの充実

医療と介護との連携強化

多世代の交流拠点・活動の充実

町内の生涯学習拠点・活動の充実

町外からの転入者の増加

聖籠町の知名度向上

雇用機会の創出

地域経済の活性化

町役場の税収増加

その他
(n=363）
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⑧（「生涯活躍のまち」で懸念していること） 

「生涯活躍のまち」で懸念していることを複数回答で尋ねたところ、「高齢者が増加し高齢化がさ

らに進む」が 46.1%、次いで「介護保険料がアップする」が 43.7%であった。地域の高齢化、並びに

それに伴う自身の財政負担に対する懸念が大きいことがうかがえる。この傾向は「60 歳以上」の高齢

者、あるいは生涯活躍のまちに関心を有する層において、特に顕著であった。 
【全体】 

  

【年齢別】（上段：20～30歳代、中段：40～50歳代、下段：60歳代以上） 

  

16.8%

46.1%

34.7%

20.1%

7.5%

4.2%

6.3%

23.1%

26.3%

43.7%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

町外の高齢者まで面倒を見る必要はない

高齢者が増加し高齢化がさらに進む

要介護者が増え介護サービスが低下する

医療機関が混雑する

町外からの転入者とは交流が進みにくい

町外からの転入者に雇用機会を奪われる

高齢者のまちとなりイメージが低下する

町民に対するメリットが少ない

町役場の財政に負担がかかる

介護保険料がアップする

その他 (n=334）

17.5%

39.2%

23.7%

22.7%

8.2%

3.1%

8.2%

27.8%

27.8%

34.0%

3.1%

21.5%

42.1%

34.6%

15.9%

8.4%

5.6%

4.7%

24.3%

26.2%

43.0%

7.5%

12.3%

54.6%

43.1%

21.5%

6.2%

3.8%

6.2%

18.5%

25.4%

51.5%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

町外の高齢者まで面倒を見る必要はない

高齢者が増加し高齢化がさらに進む

要介護者が増え介護サービスが低下する

医療機関が混雑する

町外からの転入者とは交流が進みにくい

町外からの転入者に雇用機会を奪われる

高齢者のまちとなりイメージが低下する

町民に対するメリットが少ない

町役場の財政に負担がかかる

介護保険料がアップする

その他 (n=334）
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【関心度別】（上段：(どちらかと言えば）関心がある、中段：(どちらかと言えば）関心がない、 

下段：わからない） 

  

 

  

12.6%

50.6%

38.5%

18.4%

7.5%

4.0%

6.9%

18.4%

28.7%

43.7%

2.9%

23.5%

44.1%

26.5%

25.0%

5.9%

4.4%

4.4%

36.8%

29.4%

39.7%

2.9%

18.9%

38.9%

33.3%

18.9%

7.8%

4.4%

6.7%

22.2%

20.0%

46.7%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

町外の高齢者まで面倒を見る必要はない

高齢者が増加し高齢化がさらに進む

要介護者が増え介護サービスが低下する

医療機関が混雑する

町外からの転入者とは交流が進みにくい

町外からの転入者に雇用機会を奪われる

高齢者のまちとなりイメージが低下する

町民に対するメリットが少ない

町役場の財政に負担がかかる

介護保険料がアップする

その他
(n=334）
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⑨（「生涯活躍のまち」の取組への希望） 

「生涯活躍のまち」の取組への希望を尋ねたところ、「（どちらかと言えば）取り組むべき」が 41.0％
となり、「（どちらかと言えば）取り組むべきではない」の 12.7%を大きく上回った。「60 歳以上」の

高齢者、在住年数が「20 年以上 30 年未満」の層において、特に肯定的意見/否定的意見の差が大きか

った。 
【全体】 

  

【年齢別】 

 

【在住年数別】 

 

【関心度別】 

  

16.6 24.4 7.8 4.9 46.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=344

取り組むべき どちらかと言えば取り組むべき

どちらかと言えば取り組むべきではない 取り組むべきではない

わからない

12.4 

10.5 

25.6 

30.5 

22.8 

20.8 

7.6 

7.9 

8.0 

4.8 

7.9 

2.4 

44.8 

50.9 

43.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～30歳代

40～50歳代

60歳以上

取り組むべき どちらかと言えば取り組むべき どちらかと言えば取り組むべきではない 取り組むべきではない わからない

9.1 

9.4 

16.4 

13.0 

19.1 

27.3 

28.1 

21.3 

32.6 

22.7 

0.0 

9.4 

14.8 

8.7 

5.7 

3.1 

3.3 

4.3 

6.2 

63.6 

50.0 

44.3 

41.3 

46.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上２０年未満

２０年以上３０年未満

３０年以上

取り組むべき どちらかと言えば取り組むべき

どちらかと言えば取り組むべきではない 取り組むべきではない

わからない

23.4 

9.7 

8.4 

37.1 

19.4 

5.3 

7.4 

13.9 

4.2 

1.7 

12.5 

5.3 

30.3 

44.4 

76.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(どちらかと言えば）関心がある

(どちらかと言えば）関心がない

わからない

取り組むべき どちらかと言えば取り組むべき どちらかと言えば取り組むべきではない 取り組むべきではない わからない



11 
 

⑩（「生涯活躍のまち」に取り組むべき/取り組むべきではない理由） 

「生涯活躍のまち」の取組への希望について、「（どちらかと言えば）取り組むべき」、「（どちらか

と言えば）取り組むべきではない」との回答について、各々その具体的な理由を尋ねたところ、「（ど

ちらかと言えば）取り組むべき」については、主に少子高齢化に対する介護・医療サービスの充実や

世代間交流の促進、雇用創出に係る回答が挙げられた。 
一方、「（どちらかと言えば）取り組むべきではない」については、医療・介護費用の負担増、特に

若年層に対する負担増の他、「生涯活躍のまち」構想そのものの理解度不足に係る回答が挙げられた。 
 
■「生涯活躍のまち」の取組への希望に関する主な意見（順不同） 

取り組むべき理由 取り組むべきではない理由 

 地域・町の活性化、世代間の交流促進に繋がる

ため 

 

 少子高齢化が進んでおり、将来的に介護・医療

サービスや施設が不足することが懸念される

ため 

 

 予防介護や医療連携、地域包括ケアシステムに

取り組んでもらいたいため 

 

 健康寿命を延ばし、医療費を抑制するため 

 

 取組自体を町の魅力の一つとして対外的にPR

するため 

 

 医療機関の充実等により、若者を中心とした雇

用の場が増えるため 

 

 若年層や子供の活躍の場を実現するため 

 

 医療・介護費の負担が増加するため 

 

 構想実現に向けて、地域住民との協議の場が足

りないため 

 

 構想の内容が十分に示されていない/理解でき

ないため 

 

 多世代共生は現実的に難しいと考えるため 

 

 現状でも十分に手厚い福祉政策が提供されて

いるため 

 

 若年層の負担が増えるため/若年層に対するメ

リットが少ないため 

 

 子育て支援等、他の政策を重要視するべきと考

えるため 

 

 
 


